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１．はじめに 

これは、令和３年度厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業） 

 新たな歯科医師臨床研修制度における評価方法の構築に向けたワークショップの記録である。 

 

＜本研究班 活動目的・活動要旨＞ 

令和３年度より施行される新たな歯科医師臨床研修制度に伴い、研修評価方法の開発が望ま

れている。本研究では研修必修化以降15年間にわたって使用されてきたオンライン歯科医師臨床

研修評価システムの使用状況を含め、全国の研修施設において使用されている評価方法の実態

を明らかにし、現状の問題点や各施設での工夫点を理解することを通じて、新たな歯科医師臨床

研修制度に適用できる評価方法の開発に向けた基盤を構築する。 

 

＜研究経過＞ 

令和２年４月～11月 

  研究計画の立案、アンケート調査項目の作成、疫学研究倫理審査受審 

令和２年12月～令和３年１月 

  全国314の歯科医師臨床研修施設に対して研修評価に関するアンケート調査を実施 

令和３年３月 

  外部有識者（医師臨床研修制度）からのヒヤリング実施（北海道大学医学部 高橋 誠教授） 

令和３年４月～ 

  新たな研修制度に対応した研修評価の枠組みの構築、評価票（案）の提案および検討 

 

２．主催者等 

研究代表者： 田口則宏 

研究分担者： 河野文昭、長島 正、一戸達也、新田 浩、大澤銀子、秋葉奈美、 

岩下洋一朗 

 

３．開催日および方法 

令和３年８月７日（土） 

オンライン開催 
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４．参加者等 

(1) スタッフ 

 

ディレクター 田口則宏 鹿児島大学 教授 

研究代表者 

特別講師 木村安沙 厚生労働省医政局

歯科保健課  

主査 

タスクフォース 長島 正 大阪大学 教授 

研究分担者 

タスクフォース 河野文昭 徳島大学 教授 

研究分担者 

タスクフォース 一戸達也 東京歯科大学 教授 

研究分担者 

タスクフォース 新田 浩 東京医科歯科大学 教授 

研究分担者 

タスクフォース 大澤銀子 日本歯科大学 准教授 

研究分担者 

タスクフォース 秋葉奈美 新潟大学 助教 

研究分担者 

運営支援  岩下洋一朗 鹿児島大学 助教 

研究分担者 

運営支援  原口 晃 九州大学 助教 

運営支援  野崎剛徳 大阪大学 准教授 

オブザーバー 奥田章子 厚生労働省医政局

歯科保健課  

課長補佐 

オブザーバー 亀山敦史 松本歯科大学 教授 

事務局 外川内佳子 鹿児島大学 事務補佐員 
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(2) 参加者：23名 

 

No 参加者 所 属 役 職 

1 川上智史 北海道医療大学 
研修管理委員会 委員長 

研修プログラム責任者 

2 田中佐織 北海道大学 研修副プログラム責任者 

3 浅野明子 岩手医科大学 研修プログラム責任者 

4 加地 仁 東北大学 歯科医師 

5 清野晃孝 奥羽大学 研修プログラム責任者 

6 村上幸生 明海大学 研修副プログラム責任者 

7 平山聡司 日本大学松戸歯学部 研修管理委員会 委員長 

8 紙本 篤 日本大学 研修副プログラム責任者 

9 宗像源博 昭和大学 研修プログラム副責任者 

10 山口博康 鶴見大学 研修プログラム責任者 

11 青山典生 神奈川歯科大学 研修プログラム副責任者 

12 水谷太尊 日本歯科大学新潟生命歯学部 研修プログラム責任者 

13 音琴淳一 松本歯科大学 研修プログラム責任者 

14 岡 俊男 朝日大学 研修プログラム責任者 

15 大井治正 大阪歯科大学 研修プログラム責任者 

16 白井 肇 岡山大学 研修プログラム責任者 

17 大林泰二 広島大学 研修プログラム責任者 

18 岡 謙次 徳島大学 研修プログラム責任者 

19 永松 浩 九州歯科大学 研修プログラム責任者 

20 和田尚久 九州大学 研修プログラム責任者 

21 永井 淳 福岡歯科大学 研修プログラム責任者 

22 鵜飼 孝 長崎大学 研修プログラム責任者 

23 吉田礼子 鹿児島大学 研修プログラム責任者 
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５．実施要項 

 

１． 開催目的 

令和３年度末の省令改正により、新たな歯科医師臨床研修制度が開始されることとなっ

た。平成18年度の研修必修化以降、一貫して用いられてきた研修到達目標が大幅に改

正され、歯学教育モデル・コア・カリキュラム（平成28年度改訂版）との連携を通じて、卒前

から卒後にわたりシームレスに繋がった構造となった。一方で、新たな研修到達目標を適

切に評価しうる全国共通の方法は、現時点で明確なものは存在しない。そこで、本ワーク

ショップでは、これらの経緯を概説するとともに、研究班が新たに構築した評価票（案）およ

び評価基準（案）について検討を行い、新たな評価方法の基盤を構築することを目的とす

る。 

 

２． 主 催 

令和３年度厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業） 

新たな歯科医師臨床研修制度における評価方法の構築に向けた基盤研究 

研究代表者：田口則宏 

研究分担者：河野文昭、長島 正、一戸達也、新田 浩、大澤銀子、秋葉奈美、 

岩下洋一朗 

 

３． 日 時 

令和３年８月７日（土）9:00～16:40 （8:30より入室可能） 

 

４． 開催方法 

オンライン 

 

５． 参加者 

全国歯科大学・歯学部附属病院における歯科医師臨床研修の実務者 

 

６． 参加費 

無料（通信費は各自でご負担ください。） 

 

７． 参加証 

講習会終了後に参加証を発行いたします。 
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６．進行表 

 

事前学習 (参考資料1)歯科医師法第十六条の二第一項に規定する臨床研修に関

する省令の施行について .pdf 

(参考資料2)歯科医師臨床研修の到達目標（別添）.pdf 

(参考資料3)歯科医師臨床研修制度の改正に関するWG報告書.pdf 

令和３年厚労科研ワークショップ事前学習動画 動画リンク 

「歯科医師臨床研修制度について」 

厚生労働省医政局歯科保健課編（約40分） 

https://youtu.be/7Rjb8bBXzDc 

 8:30～ 9:00 

9:00～ 9:15 

9:15～ 9:45 

9:45～10:15   

10:15～10:30 

10:30～11:00   

 

 

11:00～12:00   

 

 

12:10～13:00 

13:00～14:15   

 

 

14:15～14:30   

14:30～16:15   

 

 

 

16:15～16:30   

16:30～16:40   

入 室 

開 講  概要説明、スタッフ紹介 

セッションⅠ 新たな歯科医師臨床研修制度の概要説明 

セッションⅡ 令和２年度実施のアンケート調査結果報告 

休 憩 

セッションⅢ 研修評価の全体像とC領域の評価（解説） 

10:30～10:45  研修評価の全体像 

10:45～11:00  C領域の評価 

セッションⅣ B領域の評価（SGD＋PLS） 

11:00～11:10  作業説明 

11:10～12:00  グループ討論 

昼 食 

セッションⅣ B領域の評価（SGD＋PLS） 

13:00～13:30  グループ討論 

13:30～14:15  全体発表 （5分発表＋3分質疑） 

休 憩 

セッションⅤ A領域の評価（SGD＋PLS） 

14:30～14:40  作業説明 

14:40～15:30  グループ討論 

15:30～16:15  全体発表 （5分発表＋３分質疑） 

総合討論 

閉 講 
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７．グループ編成 

Aグループ 

東京医科歯科大学 新田 浩 A-1（TF) 

北海道医療大学 川上智史 A-2 

岩手医科大学 浅野明子 A-3 

神奈川歯科大学 青山典生 A-4 

岡山大学 白井 肇 A-5 

福岡歯科大学 永井 淳 A-6 

東北大学 加地 仁 A-7 

 

Bグループ 

大阪大学 長島 正 B-1 (TF) 

明海大学 村上幸生 B-2 

日本大学松戸歯学部 平山聡司 B-3 

日本歯科大学新潟生命歯学部 水谷太尊 B-4 

広島大学 大林泰二 B-5 

鹿児島大学 吉田礼子 B-6 

大阪歯科大学 大井治正 B-7 

 

Cグループ 

東京歯科大学 一戸達也 C-1 (TF) 

北海道大学 田中佐織 C-2 

奥羽大学 清野晃孝 C-3 

朝日大学 岡 俊男 C-4 

九州歯科大学 永松 浩 C-5 

長崎大学 鵜飼 孝 C-6 

鶴見大学 山口博康 C-7 

 

Dグループ 

日本歯科大学 大澤銀子 D-1 (TF) 

新潟大学 秋葉奈美 D-2 (TF) 

昭和大学 宗像源博 D-3 

日本大学 紙本 篤 D-4 

松本歯科大学 音琴淳一 D-5 

九州大学 和田尚久 D-6 

徳島大学 岡 謙次 D-7  
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８．役割分担 

 

セッション担当 

セッションⅠ セッションⅡ セッションⅢ セッションⅣ セッションⅤ 

木村安沙 田口則宏 
田口則宏 

長島  正 
田口則宏 田口則宏 

 

各グループにおける役割分担 

セッションⅣ Aグループ Bグループ Cグループ Dグループ 

司 会 川上智史 村上幸生 田中佐織 宗像源博 

記 録 浅野明子 平山聡司 清野晃孝 紙本 篤 

発 表 青山典生 水谷太尊 岡 俊男 音琴淳一 

 

セッションⅤ Aグループ Bグループ Cグループ Dグループ 

司 会 白井 肇 大林泰二 永松 浩 和田尚久 

記 録 永井 淳 吉田礼子 鵜飼 孝 岡 謙次 

発 表 加地 仁 大井治正 山口博康 宗像源博 

 

PC支援統括： 長島 正、 岩下洋一朗 
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９．講演の記録 

セッションⅠ 
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- 14 - 

 

 

 

 

  



- 15 - 

 

 

 

 
  



- 16 - 

 

 

 

 

 

 



- 17 - 

 

セッションⅡ 
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事前アンケート  結果報告 
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セッションⅢ 

研修評価の全体像と C領域の評価 
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セッションⅣ 

B領域の評価 
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セッションⅤ 

A領域の評価 
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１０．グループプロダクトの記録 

S-Ⅳ：B領域の評価 

Aグループ 

B-2. 歯科医療の質と安全の管理 

患者にとって良質かつ安全な医療を提供し、医療従事者の安全性にも配慮する。  
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Aグループ グループ討議の概要 
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S-Ⅳ：B領域の評価 

Bグループ 

 

B-3. 医学知識と問題対応能力 

最新の医学及び医療に関する知識を獲得し、自らが直面する診療上の問題につい

て、 科学的根拠に経験を加味して解決を図る。 
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B-4. 診療技能と患者ケア 

臨床技能を磨き、患者の苦痛や不安、考え・意向に配慮した診療を行う。 
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Bグループ グループ討議の概要 

 

 

  



- 39 - 

 

S-Ⅳ：B領域の評価 

Cグループ 

 

B-5. コミュニケーション能力 

患者の心理・社会的背景を踏まえて、患者や家族と良好な関係性を築く。 

 

 
 

 

  



- 40 - 

 

B-6. チーム医療の実践 

医療従事者をはじめ、患者や家族に関わる全ての人々の役割を理解し、 連携を図

る。 
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Cグループ  グループ討議の概要 
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S-Ⅳ：B領域の評価 

Dグループ 

 

B-7. 社会における歯科医療の実践 

医療の持つ社会的側面の重要性を踏まえ、各種医療制度・システムを理解し、地域

社会に貢献する。 
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B-8. 科学的探究 

医学及び医療における科学的アプローチを理解し、学術活動を通じて、医学及び

医療の発展に寄与する。 
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B-9. 生涯にわたって共に学ぶ姿勢 

医療の質の向上のために省察し、他の歯科医師・医療者と共に研鑽しながら、後進

の育成にも携わり、生涯にわたって自律的に学び続ける。 
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Dグループ  グループ討議の概要 
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S-Ⅴ：A領域の評価 

Aグループ 

 

A-1. 社会的使命と公衆衛生への寄与 
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Aグループ グループ討議の概要 
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S-Ⅴ：A領域の評価 

Bグループ 

 

A-2. 利他的な態度 
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Bグループ グループ討議の概要 
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S-Ⅴ：A領域の評価 

Cグループ 

 

A-3. 人間性の尊重 
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Cグループ グループ討議の概要 
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S-Ⅴ：A領域の評価 

Dグループ 

 

A-4. 自らを高める姿勢 
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Dグループ グループ討議の概要 
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１１．事後アンケート結果 
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今回のワークショップで良く理解できたことは何でしたか 

【領域】 

A,B,C領域の関係性 

A,B,C領域の階層構造 

領域 ABC と評価の関連 

ABCの内容とコアカリの設定 

C→B→A とリンクしていること 

A,B,C領域の評価の関係性について 

C,B,A 領域の関連と A領域評価の難しさ 

A,B,C領域の評価の紐づけについての考え方 

A,B,C目標と評価の関連  コアカリとの連動性 

C B A と評価をみていくことについての基本的考え方 

A,B,C領域の評価の構造案が理解できて良かったです 

A,B,Cの関係と Aの項目内で評価方法の適性が異なること 

 

 

【目標】 

目標設定と評価方法 

到達目標評価法の作成法 

到達目標の ABCを理解できた。 

研修の到達目標と研修評価の全体像 

新しい臨床研修到達目標の評価でルーブリック評価を導入する意義について 

 

 

【評価】 

評価のレベル 

これからの研修評価 

評価の重要性と難しさ 

A領域の評価の難しさ 

Ａ領域の評価の必要性 

A領域の評価がきわめて難しいこと 

Aプロフェッショナリズムの評価について 

評価にまつわるルーブリックのつくり方 

コアカリと研修評価のつながりなどは新たに理解しました 
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今回のワークショップで余り理解できなかったことは何でしたか 

【A領域】 

A領域の評価 

A項目の評価方法 

到達目標の Aの評価 

Ａ領域の評価の客観性 

A領域の具体的な評価項目 

A領域の観点評価が難しい 

プロフェッショナリズム部分の評価 

A領域の判定方法（総合的に評価が多すぎるように思います） 

 

【評価】 

評価方法が難しい 

具体的な評価方法 

評価の具体的取り扱い 

細かい C領域の評価方法 

評価が不可となった場合の対応 

この到達目標のめざす歯科医師像はかかりつけ歯科医という理解でよろしいでしょうか 

最終的は総括評価の考え方。臨床医として適性の無い研修医に対する修了認定基準 

 

 

 
その他のご意見（何なりとご自由に） 
 

お疲れ様でした 

ありがとうございました 

対面より意見が出やすい 

スタッフのみなさまご苦労様でした 

研修の評価法について勉強になりました 

コアカリとの連動を是非お願いいたします 

楽しく参加できました。ありがとうございます 

今後の評価に役立てます、ありがとうございました 

長い時間、ありがとうございました。お疲れ様でした 

スムーズに進められたと思います。ありがとうございました 

視点が違った意見も聴取することができ、大変参考になりました 

資料を仕分けする時間（プリントアウトすることも含めて）が欲しかった 

他の研修施設がどのように評価しているのか具体的な内容を知りたい 

意外と目標で重なっている部分があること コアカリが非常に高い目標設定であること 

問題点が整理されて有意義であった。コアカリのＦとＧの違いの明確化が必要 

今後は、各大学における評価の実施の工夫などについて知りたい 

先生の作業班の成果が「医師臨床研修指導ガイドライン 2020年度版」の歯科版となるのでしょうか 

今回の改定でライフステージや多職種連携等，実施や評価が難しいものが必須項目となっている

ことに対して他大学がどのような対応をされているのかお聞きしてみたかったです 

今回の新しい歯科医師臨床研修制度の立案に加わったメンバーの一員として、制度の実効性を

高めるために、まだまだ検討しなければならないことがかなりあると感じました 
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１２．参考 
 

(参考資料 1) 歯科医師法第十六条の二第一項に規定する臨床研修に関する省令の

施行について .pdf 

 

(参考資料 2) 歯科医師臨床研修の到達目標（別添）.pdf 

 

(参考資料 3) 歯科医師臨床研修制度の改正に関するWG報告書.pdf 

 

（令和３年厚労科研ワークショップ事前学習動画 動画リンク） 

「歯科医師臨床研修制度について」 

厚生労働省医政局歯科保健課編（約 40分） 

https://youtu.be/7Rjb8bBXzDc 

 


